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ギャスケルのユーモア
―その萌芽と特質―
松　岡　光　治
１　陰鬱なトーンー社会小説から心理小説へ
『メアリ・バートン』(一八四八) に関しては、ギャスケルがジョン・バートンをはじめとする労働者たちとその劣悪な生活環境について細部描写した作品前半を社会小説と呼ぶことに異論はないはずだが、殺人犯の父とその濡れ衣を着せられたジェム・ウィルソンのためにメアリが必死に活動する作品後半は、家庭小説、恋愛小説、教養小説、その他、視点によっては様々なジャンルに入れることができる。しかし、この小説の語り手は、低俗なサリー・レッドビター、女たらしのハリー・カーソン、厳しい工場主カーソン氏までも含めた多くの登場人物の意識に介入し、その心理を描写していることを見落としてはならない。語り手の介入がプロットの進行に従って徐々に目立つようになる点に注目するならば、作品後半を心理小説と呼ぶことも可能である。心理小説はギャスケル、ジョージ・エリオット、メレディスが代表格だと文学史的には言われているが、実際に『メアリ・バートン』については、淪落した女エスタからメアリの恋人の話を聞かされたジェムの心理がオースティン風の自由間接話法で描出される場面 (194-97) をはじめ、一  平坦な心理描写は枚挙にいとまがない。

しかし、この作品が社会小説であるにせよ心理小説であるにせよ、全体を支配するのは紛れもなく陰鬱なトーンである。その証拠に “gloom” という単語は作品の至る所に見出せるし、作品のアンチテーゼである “despair” とその派生語の使用頻度は、ギャスケルの作品中で群を抜いている。作品の陰鬱さを募らせているのは、この小説でやたらと多い人間の死への言及である。合計二十三人の死―大半は貧困と熱病が原因の死―に加え、阿片、飲酒、硫酸投げ、暴力、売春、自殺、失明、老衰、不景気などによって強調される労働者とその家族の苦しみが、胸の張り裂けるようなペーソス―“pathos” (Gk = suffering [paskhō to suffer]) は語源的にギリシャ語で「苦しみ」の意味―を読者に伝えてやまない。二二
２　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(コミック・リリーフ),喜劇的息抜き)―ジョブ・リーとウィルソン夫人
作品冒頭から立て続けに描かれる陰鬱な場面にもかかわらず、・・・一方、喜劇的息抜きの構造を照射するものとしては、不安に押し潰されそうなメアリがジェムのアリバイ証明のためにウィルを探して、リヴァプールのジョーンズ夫人を訪ねる場面がある。

　しかし遅かれ早かれ、彼女は真実を知らなければならない。そこで勇気を出して一軒の家の戸をノッ
クした。


　「ジョーンズさんのお宅ですか？」と彼女は尋ねた。


　「一軒おいて隣だよ」そっけない返事だった。


　そしてこれでできた数分の猶予でさえ、彼女にはしばしの救いとなった。（335）
この場面に喜劇的要素はまったくないが、最後の「猶予」 “reprieve” という言葉は陰鬱な気分が絶望に変わることへの恐怖からメアリを、そして読者を「一時的に救う」喜劇的息抜きの構造をいみじくも示している。三
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注
本稿は第十五回日本ギャスケル協会全国大会（二〇〇三年十月五日、於実践女子大学）におけるシンポジウム「Sylvia’s Loversにみる女性・小説・歴史」での発表に基づいている。

 一　テクストの構成時期の反映については、Shirley Foster が社会的制約と個人の自由の観点から指摘し、また、Deidre D’Albertis は女性参政権運動と関連づけ、本作品を “a novel of petition” と位置づけている。

 二　第十章においてフィリップはロブソン氏とキンレイドの会話に入れず、聞く側にまわる (110)。「男らしさ」を誇示する言説をフィリップは共有していない。

 三　ギャスケルは作家として経済的に自立していたが、彼女の原稿料は夫の懐へ (Letters 113)、また、新しい家の購入手続きにあたっては、法律上購入者にはなれず、娘婿や娘の婚約者の力添えを必要とした (Letters 770)。
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